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We investigated the performance of 40Gbit/s 64-CAP systems with 10Gbit/s-class devices, and con-
cluded that this system is suitable for low cost short reach application. 
 
1. まえがき 
Carrierless Amplitude and Phase modulation (CAP)方式はディジタル信号処理による FIR フィ
ルタで帯域制限と直交振幅変調を同時に実現する．よって，狭帯域デバイスを用いた低コス





図 1 に今回の伝送実験で用いた実験系の構成を示す。10Gbit/s 用のデバイス（光変調器、フ
ォトダイオード、プリアンプ、A/D 変換器など）を用いて 40Gbit/s の信号を 40km 伝送する
構成である．具体的には 6.67GBaud の 64-CAP 信号（40Gbit/s）を PC で生成し（オフライン
処理）、その信号を AWG（任意波形発生装置、20GSamples/s）でアナログ信号に変換し、
それをドライバで増幅して光変調器で強度光変調信号に変換し、40km の通常分散ファイバ
を伝送後、pin-PD＋プリアンプで受信し、その信号を 20GSample/s の A/D 変換器でディジタ
ル信号に変換し、PC に取り込んで信号処理（オフライン処理）を行った。その実験結果と





本研究では，10Gbit/s 用デバイスを用いて 40 Gb/s/λ, 40 km 伝送実験に成功した．その結果、




Fig. 1.  Experimental Setup          Fig. 2.  BER Performance and Simulation Results 
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